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ノート
ネットワーク技術の標準化は，FPLMTSの第1目的である“世界中，いつでも，どこでも，1端末で通信を可能とする”ことを実現するために極めて重要です．本稿ではFPLMTSネットワーク技術のうち，特に信号方式，番号・識別子，網管理，セキュリティに関する標準化動向を紹介します．
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Figure 3 Proposed FPLMTS Functional Network Architectures
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